



























































ヘッドの両隣でのクロスブリッジ数 n（＝0, 1 または 2）を用いて，クロスブリッジ形成方向（図1 赤矢











ギ W（L）から定められる Boltzmann 因子を基に決定している （図3）。ここで，アーム 長 L は，ミオ



























題となるのが時間刻み幅（有限要素解析の DT とモンテカルロ法の Dt）の大きなギャップと，サルコメ
ア内のクロスブリッジ形成状態と心筋の連続体としての剛性との適切な関連づけである。モンテカルロ法
においては，各時間ステップにおいて「遷移率×Dt」が 1 を超えてはならないので，Dt を数マイクロ秒
のオーダ程度に短くしなければならない。一方，有限要素解析においては陰解法を適用しているため，各
時間ステップにおいて大規模な線形方程式を解く必要があり，安定な解析が可能な範囲内で DT をでき
るだけ大きくしたい。つまり，DT を Dt のように短くすることは難しい。例えば，実際の計算では DT








になった場合は，T ·u˜ を式(1)に代入して計算する。モンテカルロ計算が終了した後，連続体の時刻 T＋
DT における変形を決める際には，クロスブリッジ持続時間と T＋DT における変形速度 T＋DT ·u˜ を用いて
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